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今週の欧米株式市場の急落について
2020年10月29日

図1：主要国株式市場の年初来パフォーマンス
期間：2019年12月31⽇～2020年10月28⽇、⽇次

図2：欧州主要5ヵ国の新型コロナウイルス感染状況
期間：2020年2月1⽇～2020年10月28⽇、⽇次

株価：米国=NYダウ、欧州=ストックス欧州600指数、⽇本=⽇経平均株価、中国
=上海総合指数、インド=S&P/BSE SENSEX指数

(出所) Bloombergデータより野村アセットマネジメント作成

ポイント① 欧米株式市場が急落

今週に入って（10月26⽇～28⽇）、欧米株式
市場が急落しています。前週末比で⾒た欧米株式
市場の値動きは、米国▲6.4％、欧州▲5.6％と、
いずれも▲5％を超える大幅安となっています。アジア
市場が比較的堅調に推移しているのとは対照的で
す。 年初来パフォーマンスで⾒ても、中国株がプラス
圏で推移しているのに対して、欧州株は▲20％近く
下落しています（図1参照）。

ポイント② 欧米での新型コロナ感染再拡大

きっかけは欧米で新型コロナウイルスの感染再拡大
が止まらず、一部の国・地域で経済活動制限が再
発動され始めたことです。先週後半にチェコやアイルラ
ンドでは2度⽬のロックダウン（都市封鎖）が発動さ
れ、昨⽇28⽇にはフランスでも30⽇から約1ヵ月にわ
たるロックダウンが発動されました。学校は閉鎖されな
いなど、今春に比べればマイルドな内容になっていま
すが、経済活動が大幅に制限されることに違いはなく、
景気回復に水を差すとの警戒が広がりました。

ポイント③ 今春の感染状況との相違点

一方、感染状況は今春とは大きく異なっています。
今春は新規感染者が増えるペースに合わせて死者
数も急増していましたが、足元では感染者は急増し
ていますが死者数はそれほど増加していません（図2
参照）。医療体制が新型コロナウイルスに対応でき
るようになった証と思われ、今春のような大混乱が長
引くリスクは大きくないと考えられます。株式市場は短
期的にパニック売りに⾒舞われましたが、こうした状況
を冷静に理解するようになれば、落ち着きを取り戻し
ていくものと思われます。

※データは7⽇平均値
※欧州主要5ヵ国：英国、ドイツ、フランス、イタリア、スペインの合計
(出所) Bloombergデータより野村アセットマネジメント作成
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